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1.　はじめに

目標と現状の差異を考える問題としての「課題」お

よび課題を生じさせる別の問題としての「要因」に

ついて，研究者などにより研究や議論が行われてき

た。近年，教育工学研究者や政府の関心が高い情報教

育領域においても，課題や要因の研究が行われてい

る（1）（2）（3）（7）。さらに，「要因の要因」に関する研究

も行われている（7）。これらの研究された課題や要因

は，1 つの構造として整理可能であり，われわれは課

題構造と呼称している。この課題構造は，あらゆる研

究領域に存在するが，研究領域ごとに構造が異なる。

現在，情報教育領域において，課題構造の明確化が試

みられているが（4）（5）（6），結論付けるために時間が掛

かっている。その理由の 1 つとして，課題構造を明

確化するための既存の課題分析法に問題があると考え

られる。

われわれは，課題構造を明確化するためには，少な

くとも課題と要因を抽出・整理・評価することが必要

と考えている。課題と要因を抽出・整理するために発

想場面があり，課題構造を評価するために意思決定場

面がある。発想場面とは，課題や要因を思い付く場

面であり，発想支援法を用いる。既存の発想支援法に

は，ヒアリング（10），インタビュー（11），パブリック

オピニオン（12），ブレーンストーミング（13），KJ 法（14）

などがある。KJ 法を実装した発想支援システムには，
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Researchers have recently reported various issues and factors on ICT education. However, a frame-
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framework of issues with idea generation and decision support have two major problems. The first one is 
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